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障害者福祉サービス利用の流れ 

１ 相談 五島市または相談支援事業所に相談。 

↓ 

２ 申請・認定調査 サービスが必要な人は、市の社会福祉課の障がい福祉班に申請。 

市またはサポートセンターゆうなぎから現在の生活や障がいの状況 

について聴き取り調査が行われる。 

↓ 

３ 審査判定 調査結果（介護給付の場合・医師意見書）を基に五島市で審査・判定 

（障がい支援区分）が行われる。 

↓ 

４ サービス等利用計画案の作成 サービス利用計画書案の作成をどの特定相談支援事業者に依頼するか

決める。訪問面接によるアセスメントが行われ、サービス等利用計画案

が作成される。 

↓ 

５ 支給決定通知 サービス等利用計画案を踏まえてサービスの支給量などが決まり、支給

決定を通知、受給者証が交付される。 

↓ 

６ サービス利用 受給者証を基に事業者と契約し、サービスの利用を開始。 

               ※五島市社会福祉課障がい福祉班「福祉のしおり」から 

 

 

 

 

 

 

長崎県立鶴南特別支援学校五島分校 

フットワーク 

 

【全体会の様子】 【合同ガイダンスの様子】 

５月１１日（土）に、「福祉サービス事業所合同ガイダンス」を実施しました。五島市の福祉サービス

を提供している全事業所、相談支援事業所などが一堂に会して、各ブースを設けてガイダンスを行いま

した。全体会では、五島市社会福祉課から障害者福祉に関する手帳や各種手当について、また、就業・

生活支援センターからは、障害者年金について説明がありました。事業所合同ガイダンスでは、島外か

ら長崎市、大村市、雲仙市の事業所にも来ていただき、貴重なお話を聞くことができました。 

生徒・保護者・関係者を合わせると２５名程度の参加者があり、五島分校の職員も参加して、充実し

た会になりました。 
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最後は、「カネヒロ」（Ａ型、就労移行）

です。現在１名の卒業生が働いています。

様々な企業と提携をして、バスの清掃や

食品加工などの仕事をされています。ま

た、就労移行ではビジネスマナーなどの

訓練をされています。映像で作業の様子

を見たり、支援についての話を聞いたり

することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和元年度 福祉サービス事業所合同ガイダンス」について（お知らせ） 
県内の各特別支援学校から福祉サービス合同ガイダンスの案内が来ています。島外の進路先も考えられている

方、興味のある方は、各クラス担任までご連絡ください。 

○佐世保特別支援学校 

 日時：令和元年７月２６日（金） ９：００～１２：００  場所：佐世保特別支援学校 

○川棚特別支援学校 

 日時：令和元年８月 ２日（金）１３：３０～１６：００  場所：川棚特別支援学校 

○鶴南特別支援学校（本校） 

 日時：令和元年８月２３日（金）１０：００～１３：００  場所：鶴南特別支援学校（本校） 

６月１８日（火）、毎年恒例のＰＴＡ事業所見学が行われました。梅雨時期ということもあり、雨に

見舞われてしまいましたが、小中学部９名、高等部５名の保護者と、職員３名の計１８名で、四つの

事業所を見学しました。 

一つ目は、高田町にある「コルディ

アーレ農園」（一般企業）です。現在、

卒業生が４名働いていて、高等部卒

業後から勤務している人、Ｂ型を利

用後に勤務している人と入社の過程

は様々です。雇用形態の話や働きや

すい環境を作っているという話など

を聞くことができ、皆さん熱心に耳

を傾けられていました。 

二つ目は、籠淵町の「あすなろ作業所」（Ｂ

型）です。現在、１名の卒業生が働いていま

す。うどんや五島市のごみ袋を作る作業など

をされています。一人一人にあった作業をさ

れていることや在宅での支援を検討されて

いることや同法人の「ばらもん亭」（Ｂ型）

でも実習ができる話もありました。昼食はそ

の「ばらもん亭」でいただきました。 

三つ目は、「ワークハウスわかたけ」（Ｂ

型）です。現在、１名の卒業生が働いてい

ます。昨年、場所を崎山に移転されました。

木工作業やさをり織りの作業や絵を描く

など得意なことを生かした活動をされて

います。 
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中学部３年生は、６月２６日（水）から２８日（金）までの３日間、就労体験学習に行きました。体験先は、 

みつたけ荘、けいぷはうす、ほっとホーム富希でした。みつたけ荘では、ブルーベリーの収穫や崎山保育園の草

取り、パン作りや配達などを行いました。けいぷはうすでは、木工作業やポロシャツ畳み、シール貼り、印鑑押

しなどの作業に取り組みました。富希では、箱折り作業をしました。事後学習では、下級生の前で発表し、緊張

していましたが、大きな声ではっきりと自分の反省とこれからの決意を述べることができました。自信につなが

るとともに、今後の課題なども見つかったので、これからの学校生活でもこの経験を生かして頑張っていこうと

３年生みんなで考える機会になりました。就労体験の様子の掲示や目標や反省、これからどう学習に取り組んで

いくかという決意表明を廊下に貼っていますので、ご覧ください。 

 ６月２７日（木）に、中学部１・２年生は、職場見学にダイキョーバリュー福江店に行きました。いろいろな

仕事場面を見学し、肉のパック詰め・シール貼り、野菜のラベル貼り、レジ打ちなどの体験をさせていただきま

した。卒業生の先輩の話も聞かせてもらい、将来について考えるよい機会になりました。事後学習で作った掲示

物です。廊下に貼っていますので、ぜひご覧ください。 

決意 
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【校内実習】 
   ＜チラシ折り＞         ＜缶バッチ製作＞          ＜畑の草取り＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

【前期現場実習】 

   ＜バスの清掃＞         ＜野菜の袋詰め＞          ＜稲の苗出し＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜病院の清掃＞          ＜ぶどうの剪定＞      ＜ベビーリーフの収穫＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月には、後期現場実習があります。 

今回の実習で分かったことや感じたこと、学んだことを胸に留め、 

次の実習に向けて頑張っていきましょう。 

６月１０日（月）～２１日（金）の１０日間、高等部１年生は校内実習、高等部２・３年生は現場 

実習を行いました。１年生は、校内での実習を通して、働くとはどんなことかを実際に体験して感じ、

働くために必要な力とは何かを知るための実習をしました。また、高等部２年生は、自分に合った職種

は何か、どんな場所で働きたいかを考える実習、そして３年生は、自分の卒業後の進路を決めるための

実習でした。生徒は実習前に目標を考え、その目標の達成に向けて１０日間頑張りました。 


